
『OpenCVによる画像処理入門』第 3刷正誤表

この度は，標記書籍をお買い求めいただき誠にありがとうございました。
標記書籍に誤りがありました。訂正し，深くお詫び申し上げます。
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1036.3. トーンカーブによる濃淡変換

 コントラスト低減

コントラスト（contrast）とは画像の濃淡の分布幅に関する性質である．コントラストが高い画像
とは，画像の濃淡の幅が大きいことであり，被写体の輪郭は明確になる．逆にコントラストが低い画
像とは，画像の濃淡の幅が小さいことであり，被写体の輪郭はぼやける．
出力画像の画素値を式（6.8）にしたがって調整すると，出力画像の画素値は上限値（MAX），下限値

（MIN）に収まり，コントラストが下がる．この処理のトーンカーブは図 6.17のようになる．

 
Idst（x, y）＝MIN＋ Isrc（x, y）・（MAX－MIN）

255

0 ≤ MIN < MAX ≤ 255
 （6.8）
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図6.15　入力画像とそのヒストグラム

図6.16　明度調整した出力画像とそのヒストグラム
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図6.17　コントラスト低減処理のトーンカーブ
（MIN＝100, MAX＝200）
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図6.17　コントラスト低減処理のトーンカーブ
（MIN＝100, MAX＝200の場合）
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106 6.濃淡変換

なっており，画素値が min = 100から max = 200までの間に収まっていることが見て取れるだろ
う．

 コントラスト強調

出力画像の画素値を上限値，下限値に収まるように，式（6.9）にしたがって調整して，出力画像の
コントラストを上げる．トーンカーブは図 6.20のようになる．

 
Idst（x, y）＝

（Isrc（x, y）< MINのとき）
（Isrc（x, y）< MAXのとき）

0

255

MAX－MIN
（MIN ≤ Isrc（x, y） ≤ MAXのとき）255・






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
 Isrc（x, y）－MIN
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 （6.9）

 プログラム例：コントラスト強調

コントラスト強調するプログラム例を以下に示す．

 ◉擬似言語

1
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3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

・min ← 150
・max ← 200
・table[256]
■ i: 0, i < min, 1

　・table[i] ← 0
■
■ i: min, i < max, 1

　・table[i] ← Round(255 * (i - min) / Real(max - min))
■
■ i: max, i ¯ 255, 1

　・table[i] ← 255
■

 コントラスト強調 コントラスト強調6 コントラスト強調 コントラスト強調3 コントラスト強調 コントラスト強調7

 プログラム例：コントラスト強調 プログラム例：コントラスト強調6 プログラム例：コントラスト強調 プログラム例：コントラスト強調3 プログラム例：コントラスト強調 プログラム例：コントラスト強調8
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図6.20　コントラスト強調処理のトーンカーブ
（MIN＝100, MAX＝200）
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図6.20　コントラスト強調処理のトーンカーブ
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図6.20　コントラスト強調処理のトーンカーブ
（MIN＝100, MAX＝200の場合）
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 二値化処理
濃淡（グレースケール）画像やカラー画像などから，適当な条件をもとに二値画像を生成する処理

を，二値化処理（binarization）と呼ぶ．二値画像（binary image）とは，白または黒のみの画素を持
つ画像のことで，白黒画像と呼ばれることもある．二値化処理は，ある画像から注目する領域の抽出
に用いられたり，不要な部分を処理対象から除去するためのマスクの生成に用いられたりする．
二値化処理の単純な方法としては閾値処理（thresholding）がある．これは各画素の画素値と閾値

とを比較して，その大小により白または黒に変換するものである．入力画像の（x, y）座標の画素値
を Isrc（x, y），出力画像の（x, y）座標の画素値を Idst（x, y），閾値を threshとすると，式（8.1）が成り立つ．

 




1　（Isrc（x, y）> thresh）
Idst（x, y）＝

0　（Isrc（x, y）≤ thresh） （8.1）

図 8.1は閾値 thresh＝100のときの画素値のトーンカーブを表したものである．横軸が入力画像の
画素値，縦軸が出力画像の画素値をそれぞれ示している．

 二値化処理1 二値化処理 二値化処理1
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図8.1　thresh ＝ 100 のときのトーンカーブ

Chapter I n t r o d u c t i o n  t o  I m a g e  P r o c e s s i n g  w i t h  O p e n C V

8 二値画像処理
本章では，二値画像に対するさまざまな処理について解説する．まず，閾値処理

による二値画像の生成と，それを用いたマスク処理について解説する．次に，二値
画像からノイズを取り除く方法について解説する．最後に，二値画像内に存在する
連結要素の特徴を計算するためのさまざまな手法について解説する．
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1418.2. 閾値処理による二値化

な処理が可能である．

・THRESH_BINARY_INV
入力画像の画素値が閾値より大きい場合は 0，それ以外の場合は画素値の最大値となる（図 8.2）．

 




1　　（Isrc（x, y）> thresh）
Idst（x, y）＝

255　（Isrc（x, y）≤ thresh） （8.2）

・THRESH_TRUNC
入力画像の画素値が閾値より大きい場合は閾値，それ以外の場合は入力画像のままとなる（図 8.3）．

 




thresh　   （Isrc（x, y）> thresh）
Idst（x, y）＝

Isrc（x, y）　（Isrc（x, y）≤ thresh） （8.3）

・THRESH_TOZERO
入力画像の画素値が閾値より大きい場合は入力画像のまま，それ以外の場合は 0となる（図 8.4）．
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0　　　　（Isrc（x, y）≤ thresh） （8.4）

・THRESH_TOZERO_INV
入力画像の画素値が閾値より大きい場合は 0，それ以外の場合は入力画像のままとなる（図 8.5）．
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図8.4　THRESH_TOZEROのトーンカーブ

0 100 255
Isrc（x, y）

I d
st（

x,
 y
）

0

100

255

図8.5　THRESH_TOZERO_INV のトーンカーブ
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擬似言語 3  　　▲ img_mask[y * width + x] = 255 3  　　▲ img_msk[y * width + x] = 255

C言語 3      if(img_mask[y * width + x] == 255) { 3      if(img_msk[y * width + x] == 255) {

OpenCVと
C++言語

1  img_src.copyTo(img_dst, img_mask); 1  img_src.copyTo(img_dst, img_msk);

OpenCVと
Python

1  i�mg_dst = cv2.bitwise_and(img_src, img_src, mask 

= img_mask)

1  i�mg_dst = cv2.bitwise_and(img_src, img_src, mask 

= img_msk)

1ページ講談社 ［2015年 11月 1日作成］
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183 図9.7左下 時刻 t＋3の画像 時刻 t＋2の画像

184

擬似言語

24  /�* 移動領域を切り出すために，マスク画像で表された領域を画
像 Bから切り出す

　　　副 プログラム名 : 入力画像からマスク画像で表された領域を切
り出す処理 (img_src, img_mask, img_dst) */

24  /�* 移動領域を切り出すために，マスク画像で表された領域を画
像 Bから切り出す

　　　副 プログラム名 : 入力画像からマスク画像で表された領域を切
り出す処理 (img_src, img_msk, img_dst) */

C言語
22  /�/ 画像 (img_src)からマスク画像 (img_mask)で表された領

域を切り出す関数：
23  // img_dst = Extract(img_src, img_mask)

22  /�/ 画像 (img_src)からマスク画像 (img_msk)で表された領
域を切り出す関数：

23  // img_dst = Extract(img_src, img_msk)


